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【事業の概要】 

実施主体  ：特定非営利活動法人 ＲＤＡ横浜  設立：平成 8年 1月 

       理事長: 竹中 祐介  担当者：森 恒雄  会員数：87名（平成 25年 5月時点） 

       所在地：〒234-0054 横浜市港南区港南台 7-25-10 

       TEL 080-5382-9188     FAX：無し 

       (E-mail)　info@rda-yokohama.jp   HP　http://www.rda-yokoh ama.jp/  

実施年度  ：平成 22年度～24年度 

総事業費  ：15,336,807円  うち補助金交付額：5,280,000円 

事業内容  ：   

 障がい者を対象にした定期的な乗馬会を通して、障がい者や活動に関わる人々がその素晴らしさや楽し

さを経験し、自信や積極性を身につけ、日常生活の質の向上や余暇活動の充実につなげていく。また、障

がい者乗馬普及・啓発のために講演会を開催するなどしていく。 

事業実施実績： 

① 定期乗馬会の開催  平成 22年度   平成 23年度    平成 24年度 

         レッスン回数  :   237回            240回             255回 

 ② 障がい者乗馬の普及・啓発とネットワークの構築 

  普及・啓発のための一般向け講演会の実施 

  平成 23年度 2回開催 7月 31日（かながわ県民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ：7名）、11月 23日（かながわ県民

活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ：10名） 

  平成 24年度 2回開催 8月 26日（県立ｽﾎﾟｰﾂ会館：15名）、11月 23日（かながわ県民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝ

ﾀｰ：4名） 
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ら
一
言

２２
年
８
月
の
時
点
で
、「
１
年
乗
り
手
会

員
」
２６
名
に
対
し
「
待
ち
会
員
」
が
２２
名

い
た
。）

　

ま
た
、
定
期
乗
馬
会
単
独
で
は
、
１
０

０
万
円
ほ
ど
の
赤
字
と
な
っ
て
い
た
。
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
養
成
し
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
２
名
体
制
を
軌
道
に
乗
せ
、
乗
り

手
の
待
ち
を
解
消
す
る
こ
と
と
、
利
用
者

の
増
加
に
よ
る
安
定
し
た
収
入
の
確
保
が

団
体
の
急
務
と
な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
と

き
、
基
金
２１
を
知
り
、
補
助
金
に
応
募
し

た
と
こ
ろ
、
事
業
の
意
義
が
認
め
ら
れ
基

金
２１
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
補
助
金
対
象
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に
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さ
れ
た
。
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横
浜
）
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信愛塾を利用する子どもたち

皆で協力してつくるクリスマス会
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ボランタリー活動補助金─在日外国人子どもたちの「居場所」づくりと教育・生活相談・「支援」事業─
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明日の社会を担う子どもたち

ボランタリー活動補助金─在日外国人子どもたちの「居場所」づくりと教育・生活相談・「支援」事業─
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【事業の概要】 

実施主体  ：特定非営利活動法人 在日外国人教育生活相談センター・信愛塾   

設立    ：1978年 10月 

       理事長：久保 新一  担当者：大石 文雄  会員数：69名（2014年 1月時点） 

       所在地：〒232-0033  横浜市南区中村町 1-1-12-101 

TEL 045-252-7862     FAX： 045-252-7862 

       （E-mailアドレス） sin.ai19@crocus.ocn.ne.jp 

HP http://www6.ocn.ne.jp/~k13sin19/  

実施年度  ：2010年度～2012年度 

総事業費  ：15,849,234円  うち補助金交付額：6,000,000円 

2010年度決算額  事業費：5,389,990円 うち補助金交付額：2,000,000円 

2011年度決算額  事業費：5,213,344円 うち補助金交付額：2,000,000円 

2012年度決算額  事業費：5,245,900円 うち補助金交付額：2,000,000円 

事業内容  ：在日外国人子どもたちの「居場所」づくり事業と在日外国人対象の教育・生活相談・「支援」

事業 

事業実施実績（2012年度）： 

① 在日外国人子どもたちの「居場所」づくり事業 

・信愛塾で育った大学生 4人がボランティアとして関わり、通訳や学習指導などで活躍した。 

・まだ日本語が不自由な状態の子どもも高校受験を迎えたが、受験者全員が志望校へ入学できた。 

・いじめにあって苦しんでいた子や DV被害にあった子どもが明るさを取り戻した。 

② 在日外国人対象の教育・生活相談・「支援」事業 

・相談件数が 574 件から 650 件に増えた。（相談内容内訳：子どもの関する相談 230 件、移住外国人によ

る相談 260件、その他 160件）。 
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ホスピタル・クラウンの皆さん

理事長の大棟耕介氏
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【事業の実績・成果】 

 

 平成２３年度  総事業費 1,692,144円   うち補助金交付額  800,000円 

 

小児病棟に笑いを届ける事業  県立こども医療センターに毎月２回訪問。 

               訪問受入れ医療機関開拓のため、３医療機関に４回訪問。 

 

クラウン育成事業   ワークショップ、養成講座、講演会   延べ８３名参加 

           外部講師によるクラウントレーニング  延べ３０名参加 

 

 平成２４年度  総事業費 2,093,488円   うち補助金交付額  970,000円 

 

小児病棟に笑いを届ける事業  県立こども医療センターに毎月２回訪問。 

               海老名総合病院に、１９回訪問。 

 

クラウン育成事業   平成 24年度から理事長による講演会とクラウンワークショップを併せ 

て「賛助会員イベント」として開催した。 

           （関東圏では、東京都と神奈川県内で２回開催） 

この他に、「活動写真展」を開催するなど、支持者を増やすための広報活動も合わせて展開した。 

【事業の概要】 

実施主体  ：特定非営利活動法人　日本ホスピタル・クラウン協会 

活動開始：平成 17年 11月   法人設立：平成 18年 4月 

       代表者：大棟耕介   担当者：種山浩美   

会員数：（個人）496名・（団体）54団体（平成 25年 12月現在） 

所在地：   〒101-0046 東京都千代田区神田多町２-４-２ レジディア神田１１０２ 

〒453-0804 愛知県名古屋市中村区黄金通３-２７-１ 

       TEL 03-3255-3253（東京事務所）   FAX：03-3255-3252（東京事務所） 

(E-mail)　info@hospital-clown.jp 

 HP  http://www.hospital-clown.jp/ 

実施年度  ：平成 23年度～24年度 

総事業費  ：3,785,632円（２年間）  うち補助金交付額：1,770,000円（２年間） 

事業内容  ：（１） 小児病棟を定期的に訪問し、笑いを誘う「クラウンパフォーマンス」のスキルを使

い、入院中の子どもや、その家族に心豊かな生活を取り戻していただく。 

（２） ホスピタルクラウンの認知度を高め、クラウンに興味を持つ人材を広く募るととも

に、優れたクラウンを育成する。 

実施実績： 【小児病棟に笑いを届ける事業】 

     ・２医療機関に、合計６７回の定期訪問 

     ・訪問受け入れ医療機関の開拓のための活動 ３医療機関に計４回訪問 

      【クラウン育成事業】 

     ・ワークショップや養成講座を開催 

ク
ラ
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ン
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【事業の実績・成果】 

 

 平成２３年度  総事業費 1,692,144円   うち補助金交付額  800,000円 

 

小児病棟に笑いを届ける事業  県立こども医療センターに毎月２回訪問。 

               訪問受入れ医療機関開拓のため、３医療機関に４回訪問。 

 

クラウン育成事業   ワークショップ、養成講座、講演会   延べ８３名参加 

           外部講師によるクラウントレーニング  延べ３０名参加 

 

 平成２４年度  総事業費 2,093,488円   うち補助金交付額  970,000円 

 

小児病棟に笑いを届ける事業  県立こども医療センターに毎月２回訪問。 

               海老名総合病院に、１９回訪問。 

 

クラウン育成事業   平成 24年度から理事長による講演会とクラウンワークショップを併せ 

て「賛助会員イベント」として開催した。 

           （関東圏では、東京都と神奈川県内で２回開催） 

この他に、「活動写真展」を開催するなど、支持者を増やすための広報活動も合わせて展開した。 
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